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◆ 日常生活に支障を来す「片頭痛」 

多くの人が悩んでいる片頭痛。その典型的な症状は、ズキンズキ

ンとする拍動性の痛みです。３時間～72 時間程度続き、寝込ん

でしまう、仕事や家事、勉強が手に付かないなど、日常生活に支障

を来すこともあります。まぶしい光や音の刺激をつらく感じるのも特徴

で、片側だけでなく両側が痛むことも。悪化すると、ガーンと頭に響く

ような痛みになることもあります。 

男性よりも女性に多く、片頭痛と女性ホルモンには関係があると

考えられています。生理前や生理中に起こる人も多く、「月経関連

頭痛」と呼ばれます。 

また近年、梅雨時や台風など、天候の変化をきっかけに片頭痛

を訴える人が増えています。ストレスも片頭痛の誘因の一つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 鎮痛剤の過剰服用も頭痛の要因に 

片頭痛の原因は、一般的には脳の血管の収縮と拡張にあるとい

われています。脳の血管が何らかの原因できゅっと収縮し、その後、

血管が拡張する際に周りの神経に作用して頭痛が起きます。血管

が収縮する時に、片頭痛の前駆症状として、キラキラした光やギザ

ギザの光が視野に現れる「閃輝暗点」や、めまい・耳鳴りがする人も

います。 

市販薬で片頭痛をやり過ごしている人が多いのも現実ですが、

自己判断で薬を飲み続けると、「薬物の使用過多による頭痛」を起

こす危険性もあります。正しい診断を受けて、頭痛も服薬もしっかり

コントロールすることが大事です。 

 

◆ 医療機関で、適切な薬の処方や予防治療を 

医療機関を受診すると、まず危険な頭痛【図１】かどうかを、問

診や頭部ＭＲＩ検査、血液検査などで確認します。命に関わるも

のでないと分かれば、片頭痛の治療を行います。その主体は「薬物

治療」。痛みが起きた時に痛みを止める「急性期治療」と、痛みが

起こるのを前もって抑える「予防治療」があります。 

「急性期治療」は、片頭痛の重症度に応じて、トリプタン製剤や

鎮痛薬を使用します。トリプタン製剤には血管を収縮させる作用が

あり、医療機関でのみ処方します。脳や心臓の血管に障害のある

人など、使用できない場合もあります。 

頭痛の頻度が高く、日常生活に支障を来すような場合は「予防

治療」も検討します。予防治療薬にもさまざまな種類があり、一人

一人の症状に合わせて選択します。近年、CGRP(カルシトニン遺

伝子関連ペプチド)という物質が片頭痛に関わっていることが分か

り、CGRP の働きを抑え、片頭痛が起こるのを予防する、新しいタイ

プの注射薬「抗 CGRP 抗体製剤」も登場しました。 

もちろん、規則正しい生活やバランスの良い食事、適度な運動、

アルコールを控えるといった、日常の生活習慣を整える「非薬物治

療」も大切です。 

◆ 頭痛が軽減するとQOLの改善も 

片頭痛は、日常生活や、仕事・家事・学業などにも大きく影響し

ます。次第に症状が重くなったり、周りから理解されずに苦しむ人も

多く、時間的・経済的・心理的に大きな損失といえます。 

片頭痛くらいで…と思わず、ぜひ早めに受診を。適切な治療で頭

痛をコントロールできるようになれば、生活の質（QOL）の改善も

期待できます。片頭痛のない生活をイメージしてみませんか。 

◆ 片頭痛の診療について 

脳神経内科や脳神経外科を受診してください。寝込むほどつらい

時は、症状がおさまってからの受診でも構いません。 

ただし、これまでに経験したことのないような頭痛、ハンマーでなぐ

られたような激しい頭痛、手足がしびれる、目の見え方がおかしい、

話しにくい、意識がもうろうとしているなどの症状がある場合は、危険

な頭痛の可能性が高いので、すぐに救急車を呼んでください。 
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脳神経内科  
久保 智司 医師 

片頭痛の新しい治療について



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年度は 41 人の新入職員を迎えることができました。 

現場での業務開始に備えて、４月は全体でのオリエンテー

ションと職種ごとの様々な研修を実施しました。その後、

現場での実践に励みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 19 日(金)、当院の特定行為研修センターにて、福山南

病院院長の宮阪 英先生のご指導のもと、４名の研修生が

「直接動脈穿刺」と「橈骨動脈ライン留置」の演習と技術指

導と技術評価（OSCE）を行いました。 

研修生は、事前に高畠周救急医長のトレーニングを受けて

個人練習を積み重ねて挑みました。一人ひとりが直接動脈

穿刺行為の必要性を丁寧に説明しなが

ら、手順通りに実践し、指導医の宮阪先

生 か ら は 、「 堂 々 と し て 素 晴 ら し

い！！」とお誉めの言葉をいただき、全

員合格することができました。 

5 月 2 日から 8 月末までの毎週木曜日

には、臨床実習を行う予定です。 

■ TOPICS 

当初、病棟でのケア業務の時間と重なって集合時

間に間に合わず欠席者も多く、継続が危ぶまれる状

況が何度も起きました。そこで、メンバーにアンケー

トを行ったところ、全員がラウンドの必要性を実感

していたため、改めてラウンドのやり方を見直し、参

加しやすいよう開始時間を 30 分繰り下げ、所要時間

も 30 分間に変更しました。ラウンド実施後は、メン

バー以外にも改善点について周知し注意を促すた

め、「ラウンドニュース」を作成。電子カルテの掲示

板を利用して全職員に情報共有しています。 

従来の多職種による ICT(Infection Control team)

ラウンドに加えて、2021 年 6 月から看護補助者よる

ラウンドを開始しました。 

病室の環境管理や患者さんの清潔に関する業務を

担う看護補助者自身が特に配慮すべき、①病室ベッ

ド周り②リネン庫③汚物処理室④浴室⑤ナースステ

ーション⑥水回りの６カ所に設定し、月に１度感染

認定看護師と共に１カ所ずつ 

現場を回ってチェック項目に 

従って確認をしています。 

 

ひと月に１カ所ず 

つラウンドして注意 

喚起をしても、半年 

後に同じ場所をラウ 

ンドする時にはもと 

の状態に戻っている 

ことが多々あるため、 

目に入りやすい場所にポスターを貼り出して呼びか

けたり、導線を考えて必要な道具を設置したり、現場

のスタッフ全員に意識づけを図るための様々な対策

を講じています。 

例えば、シンク周りには、感染源となる水撥ねがあ

るため、蛇口近くに小さな注意喚起を貼りました。ま

た汚物リネン庫には血液や便尿などの汚染源を記載

できるよう、ペン置き場を設けました。 

まもなく開始から３年を迎えますが、当初より現

場のスタッフの意識が向けられていると感じていま

す。また作業動線を配慮した改善を提案することも

できるようになり、業務効率にも貢献できるように

なっています。 

微力ながら、入院患者さんがより衛生的に過ごす

ことができるよう、引き続き活動を続けていきたい

と思っています。 
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